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体
験
し
た
。
仮
製
本
体
験
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
モ
帳

作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　
生
徒
か
ら
は
「
こ
う
い
っ

た
機
会
が
な
け
れ
ば
体
験
で

き
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
薬
物
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
学
ぶ
「
薬
物
乱
用
防

止
セ
ミ
ナ
ー
」が
８
月
１
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
さ
れ
、
体

育
会
に
所
属
す
る
学
生
を
中

心
に
対
面
で
７
０
０
人
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
３
０
０
人
、
合

計
約
１
０
０
０
人
が
参
加
。

学
生
た
ち
は
違
法
薬
物
の
危

険
性
を
再
確
認
し
、「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
「
し
な
い
、
さ
せ

な
い
」
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
今
年
７
月
、
本
学
の
学
生

が
麻
薬
取
締
法
違
反
で
逮
捕

さ
れ
る
事
案
が
あ
っ
た
。

佐
々
木
重
人
学
長
が
「
非
常

に
残
念
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
。
二
度
と
起
き
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

薬
物
に
対
す
る
知
識
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
語
り
か
け
た
ほ
か
、

石
崎
徹
体
育
部
長
か
ら
も
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
０

｜

Ａ
地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
薬
物
乱
用

防
止
委
員
会
委
員
長
の
根
津

万
寿
夫
さ
ん
が
講
師
を
務
め

た
。
根
津
さ
ん
は
、
薬
と
違

法
薬
物
に
つ
い
て
歴
史
や
化

学
の
視
点
か
ら
解
説
し
た

後
、
大
麻
な
ど
の
強
い
依
存

性
や
脳
に
与
え
る
悪
影
響
を

伝
え
た
。
ま
た
、
相
次
ぐ
大

学
生
に
よ
る
事
件
を
提
示

し
、「
皆
さ
ん
が
思
い
描
く

『
な
り
た
い
自
分
』
に
な
る

た
め
に
は
、
薬
物
に
関
わ
っ

て
い
る
暇
は
な
い
」
と
強
く

訴
え
た
。

　
聴
講
し
た
学
生
は
「
違
法

薬
物
の
怖
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
」「
絶
対
に
や
っ
て

は
い
け
な
い
も
の
だ
と
再
確

認
で
き
た
」
と
感
想
を
述

べ
、
撲
滅
に
向
け
た
決
意
を

新
た
に
し
た
。

　
最
後
に
佐
竹
弘
靖
学
生
部

長
が
、「

学
生
生
活
や
学
業
、

部
活
動
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
も
の
な
ど
、
悩
み
や

不
安
が
あ
る
時
は
、
学
生
相

談
室
や
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
室
に
相
談
し

て
ほ
し
い
」
と
本
学
の
相
談

体
制
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
高
校
生
が
大
学
図
書
館
の

仕
事
を
体
験
す
る
司
書
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
７
月
に
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
本

館
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は

高
大
連
携
協
定
校
の
座
間
総

合
高
校
、
城
郷
高
校
、
教
育

交
流
提
携
校
の
浦
和
学
院
高

校
、
向
上
高
校
の
生
徒
16
人

が
参
加
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
職
員
か
ら

本
学
図
書
館
の
概
要
や
大
学

図
書
館
の
役
割
な
ど
を
聞
い

た
後
、
受
入
、
整
理
、
利
用

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
業
務
を

　「
ア
メ
リ
カ
経
済
と
都
市

政
策
」
を
学
ぶ
経
済
学
部
の

塙
武
郎
ゼ
ミ
で
は
、
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
の
講

演
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
６
月
27
日
に
は
外
務
省
と

連
携
し
た
「
外
交
講
座
」
を

開
催
し
、
外
務
省
経
済
局
主

査
の
渋
谷
浩
之
さ
ん
が
講

演
。「
経
済
外
交
と
貿
易
交

渉
」
を
テ
ー
マ
に
、
外
交
官

の
仕
事
や
日
米
交
渉
の
様

子
、
日
本
の
外
交
政
策
な

ど
、
縦
横
に
語
っ
た
。

　
渋
谷
さ
ん
は
今
年
４
月
の

第
１
回
日
米
関
税
交
渉
に
外

交
官
と
し
て
随
行
し
、
通
訳

を
務
め
た
。「
米
国
は
使
え

る
カ
ー
ド
を
す
べ
て
使
っ
て

く
る
。
日
本
と
し
て
も
何
が

使
え
る
か
を
常
に
考
え
な
が

ら
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
」
と

最
前
線
の
緊
張
感
を
伝
え

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
の
立
ち

位
置
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

か
ら
解
説
。「
分
野
横
断
的

に
日
本
の
価
値

を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と

話
し
た
ほ
か
、

学
生
に
向
け
て

の
ア
ド
バ
イ
ス

も
あ
っ
た
。

　
講
座
に
は
ゼ

ミ
生
ら
約
20
人

が
出
席
。
渡
邉

裕
人
さ
ん
（
４

年
次
）
は
「
外

交
と
い
う
、
普

段
直
接
触
れ
る

こ
と
が
な
い
分

野
に
つ
い
て
、

価
値
あ
る
話
を

聞
く
こ
と
が
で

き
た
」
と
話
し

た
。

刑
法
講
話

 

日
髙
義
博 

著

　
本
書
は
、
刑
法
に
関
す
る

講
演
録
・
講
義
録
を
収
録
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
著
者
に
と
っ
て
、
対
面
で

受
講
者
の
表
情
を
見
な
が
ら

自
分
の
考
え
を
解
き
明
か
す

こ
と
は
、知
の
冒
険
で
あ
り
、

知
の
継
承
の
場
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
対
面
で
の
講
演

等
は
制
約
さ
れ
た
が
、
本

来
、
学
問
の
場
に
あ
っ
て
は
、

対
面
で
の
問
い
掛
け
な
く
し

て
は
、
物
事
の
実
相
を
伝

え
、「
魂
の
覚
醒
」
に
至
る
こ

と
は
難
し
い
、
と
い
う
著
者

の
思
い
が
あ
る
。

　
本
書
に
は
、著
者
の
講
演
・

講
義
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

論
稿
７
篇
（「
刑
法
と
人
情
」

「
人
権
と
罪
刑
法
定
主
義
」

「
刑
法
講
話
」「
刑
法
の
理
論

的
対
立
軸
と
わ
が
刑
法
学
」

「
最
終
講
義
・
共
犯
の
基
礎

理
論
」「
学
問
と
人
生
」「
道

徳
・
倫
理
の
実
相
と
教
育
」）

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
著
者

の
喜
寿
の
歳
に
刊
行
さ
れ
た

本
書
は
、
刑
法
学
の
知
の
冒

険
へ
と
誘
う
も
の
で
あ
る
。

（
成
文
堂
・
税
込
み
３
３
０

０
円
）

　
著
者
（
ひ
だ
か
・
よ
し
ひ

ろ
）
学
校
法
人
専
修
大
学
総

長
。
刑
法
。

自転車 交通ルール順守を

　執筆者は、趣味でよくロードバイクに乗り長距

離を走ります。そのとき、逆走、一時停止違反、

信号無視などの交通違反をする自転車をまだまだ

多く見かけ、自転車の交通ルールに対する意識は

まだ低いようです。交通違反は交通事故につなが

る可能性は高く、実際、警察庁によれば、自転車

関連交通事故が全交通事故に占める構成比は、

2016年の18.2％から、23年には23.5％と増加傾向

にあります。

　自転車の交通違反に対して、25年８月現在で

は、自転車指導警告カードによる注意、自転車運

転者講習受講命令書、重大・悪質な違反に対する

赤切符などの対応が取られています。赤切符が切

られると、刑事裁判で裁かれ、刑罰を受けること

になります。このような対策にもかかわらず、自

転車の交通事故の割合は増えています。刑事処分

を前提とした赤切符は、よほど重大・悪質な違反

でないと切られることがなく、相対的に軽微な違

反に対する取り

締まりが不十分

でした。そのため、26年４月１日より反則金を納

付することにより、刑事処分を免れる青切符が、

自転車の交通違反に対して導入されることとなり

ます。青切符の場合も、反則金の納付をしない

と、刑事処分の対象となります。

　自転車の違反行為の例としては、携帯電話をみ

ながら運転する「ながら運転」、信号無視、「遮断

踏切立入り」、右側走行などの「通行区分違反」、

「一時不停止」、「無灯火」など、未だによく見受

けられるような行為になります。青切符の導入に

より、これまでは注意だけで終わったような行為

も、取り締まられるようになります。

　反則金や刑事処分の有無にかかわらず、交通ル

ールを守り、安全運転を心がけたいと思います。

 （学生部委員・稲葉大）

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
山
田
健
太
ゼ
ミ
に
所

属
す
る
学
生
14
人
が
、
鳩
山

由
紀
夫
元
首
相
と
現
在
の
政

治
課
題
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き

合
い
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
７
月
23
日
、

本
学
と
東
京
新
聞
の
連
携
協

定
記
念
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾
と

し
て
、
東
京
・
文
京
区
の
鳩

山
会
館
で
「
鳩
山
元
首
相
と

専
大
生
が
語
る
　
若
者
・
政

治
・
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
東
京
新
聞
（
中
日
新
聞
東

京
本
社
）
顧
問
の
菅
沼
堅
吾

さ
ん
が
「
若
い
世
代
が
積
極

的
に
政
治
に
関
わ
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
開
催
趣
旨
を
説

明
。
続
い
て
本
学
の
宮
岡
孝

之
理
事
が
、
鳩
山
元
首
相
の

曽
祖
父
に
あ
た
る
鳩
山
和
夫

元
衆
議
院
議
長
が
本
学
の
前

身
・
専
修
学
校
の
設
置
構
想

に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
や
、

鳩
山
元
首
相
が
１
９
８
１
年

か
ら
３
年
間
、
経
営
学
部
助

教
授
と
し
て
在
籍
し
て
い
た

こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
鳩
山
元
首
相
と
学
生
は
、

メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方

▽
選
挙
に
関
し
て
▽
い
ま
の

生
活
・
社
会
・
政
治
に
思
う

こ
と
｜
｜
の
三
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
対
話
し
た
。

　
平
吹
雪
羽
さ
ん（
３
年
次
）

は
「
テ
レ
ビ
を
持
っ
て
い
な

い
が
、
娯
楽
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
十
分
に
足
り

て
い
る
。
好
き
な
時
間
に
情

報
を
得
ら
れ
る
の
で
便
利
だ

が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ

て
い
る
も
の
も
多
く
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

話
し
た
。
加
藤
奏
希
さ
ん

（
３
年
次
）
は
７
月
の
参
議

院
議
員
選
挙
を
振
り
返
り
、

「
分
か
り
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
が
多
く
の
人
に
刺
さ

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推

測
し
た
。

　
学
生
の
意
見
を
受
け
鳩
山

元
首
相
は
、「
日
本
は
も
っ
と

外
に
向
か
っ
て
開
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
若
い
人
は
ど

ん
ど
ん
外
に
出
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、「
和
を
以
て

貴
し
と
為
す
、
と
い
う
考
え

が
今
の
時
代
に
こ
そ
重
要
と

な
る
」
と
語
っ
た
。

体
育
会
所
属
学
生
を
中
心
に
約
１
０
０
０
人
の
学
生
が
参
加

鳩山元首相（右）とゼミ生が政治や報道について意見を交わした

政治やメディアテーマに政治やメディアテーマに
鳩山鳩山元元首相が専大生と語る首相が専大生と語る

日
米
関
税
交
渉
の
最
前
線 

外
交
官
に
聞
く

外交官の役割や関税交渉などについて学生に伝えた

経
済
・
塙
ゼ
ミ

薬物乱用防止セミナー

東
京
新
聞
連
携
協
定
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾

東
京
新
聞
連
携
協
定
イ
ベ
ン
ト
第
２
弾

カウンター業務を行う高校生

訃
　
　
報

松
田
修
氏
（
ま
つ
だ
・
お
さ
む
）

元
経
済
学
部
教
授

　
２
０
２
４
年
６
月
26
日
、
96
歳

で
死
去
。
１
９
８
５
年
か
ら
99
年

ま
で
在
職
。
専
門
は
日
本
経
済
論
。

１０００１０００人が参加 撲滅誓う人が参加 撲滅誓う

司書インターンシップ

高校生が業務体験


